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₁
韓
国
の
観
光
政
策
の

現
状
と
課
題

先
任
研
究
委
員　

柳
匡
勳 

氏

1
韓
国
の
国
際
観
光
の
動
向

韓
国
の
国
際
観
光
は
、こ
の
50
年
間
で

飛
躍
的
な
量
的
成
長
を
続
け
て
い
ま
す

（
図
１
）。
そ
の
背
景
に
は
、
４
つ
の
大
き

な
出
来
事
（
１
９
６
５
年
の
日
韓
国
交
正

常
化
、
１
９
８
８
年
の
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
１
９
９
７
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
、

２
０
０
０
年
以
降
の
中
国
市
場
の
台
頭
）

が
強
く
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

訪
韓
外
来
観
光
客（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）数

は
、
２
０
０
８
年
以
降
毎
年
１
０
０
万
人

規
模
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、２
０
１
４
年

は
１
４
２
０
万
人
に
上
り
ま
し
た（
表
１
）。

２
０
１
５
年
は
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
中
東
呼
吸
器

症
候
群
）
の
影
響
に
よ
り
、
対
前
年
比
約

４
％
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

10
月
は
７・８
％
増
と
回
復
傾
向
を
見
せ

て
い
ま
す
。

こ
れ
を
国
・
地
域
別
に
見
る
と
、
近
年

は
中
国
人
観
光
客
の
伸
び
が
著
し
く
、

２
０
１
３
年
に
は
そ
れ
ま
で
最
多
だ
っ
た

日
本
を
抜
い
て
ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た

（
表
２
）。
２
０
１
４
年
は
６
１
３
万
人
で
、

全
体
の
43
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、

台
湾
や
香
港
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
タ
イ
・
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域
か

ら
の
観
光
客
数
も
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
、

日
本
人
観
光
客
に
つ
い
て
は
、
日
韓
関
係

や
円
安
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
２
０
１
２

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
て
お
り
、

２
０
１
４
年
は
２
２
８
万
人
、
２
０
１
５

年
は
２
０
０
万
人
を
割
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

韓
国
人
の
海
外
旅
行
（
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン

ド
）
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
以

降
増
加
傾
向
に
あ
り
、
２
０
１
４
年
は

１
６
０
８
万
人
、
２
０
１
５
年
は
約

１
８
０
０
万
人
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
お
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り
、
初
め
て
日
本
を
上
回
る
こ
と
に
な
り

ま
す
（
表
３
）。

な
お
、
当
院
で
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
が
観
光

に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。次
回
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、

そ
の
結
果
を
報
告
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

2
韓
国
人
の
国
内
旅
行
の
動
向

国
内
旅
行
の
移
動
総
量
（
全
体
）
は
、

２
０
０
９
年
の
３・75
億
人
日
か
ら
２
０
１
４

年
に
は
３
・
98
億
人
日
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
国
民
観
光
振
興
施
策
が
拡

大
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
国
内
旅

行
の
費
用
総
額
に
つ
い
て
も
、２
０
０
９
年

の
16
・
４
兆
ウ
ォ
ン
か
ら
２
０
１
４
年
に
は

24
・８
兆
ウ
ォ
ン
に
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、国
内
旅
行
経
験
率（
全
体
）は

75
・
１
％（
２
０
０
９
年
）か
ら
86
・
３
％

（
２
０
１
４
年
）
に
増
加
、１
人
当
た
り
国

内
旅
行
参
加
日
数
は
９・04
日（
２
０
０
９

年
）か
ら
９
・
03
日（
２
０
１
４
年
）と
横

ば
い
、１
人
当
た
り
国
内
旅
行
参
加
回
数

（
全
体
）は
、４
・
93
回（
２
０
１
２
年
）か

ら
５
・
15
回（
２
０
１
４
年
）に
増
加
、１
人

当
た
り
の
平
均
支
出
額
は
55
・
１
万
ウ
ォ

ン（
２
０
１
２
年
）
か
ら
56
・
４
万
ウ
ォ
ン

（
２
０
１
４
年
）に
増
加
し
て
い
ま
す
。

3
観
光
政
策
に
お
け
る
主
な
課
題

①
訪
韓
外
来
観
光
客（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）

の
誘
致

訪
韓
外
来
観
光
客（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）に

つ
い
て
は
、
中
国
人
観
光
客
に
対
す
る
良

質
な
観
光
の
提
供
を
目
指
し
、旅
行
会
社

と
ガ
イ
ド
の
間
の
慣
習
の
改
善
、
観
光
通

訳
案
内
士
資
格
証
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
善
、

優
秀
ガ
イ
ド
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与

な
ど
が
必
要
で
す
。
日
本
人
観
光
客
に
対

し
て
は
、
市
場
の
回
復
を
目
指
し
、
交
流

の
拡
大
（
相
互
訪
問
、
日
韓
交
流
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
、
政
府
間
協
力
の
強
化
な
ど
）

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た

な
市
場
へ
の
対
応
と
し
て
、ム
ス
リ
ム
対
応

や
医
療
観
光
客
の
誘
致
、
ロ
シ
ア
と
の
交

流
拡
大
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
な
ど
を
積
極
的

に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

②
韓
国
人
の
観
光
の
推
進

国
内
旅
行
に
つ
い
て
は
、
国
内
旅
行
市

場
の
活
性
化
を
目
指
し
、
休
日
制
度
の
見

直
し
や
「
観
光
週
間
」
の
実
施
、
文
化
マ

ウ
ル
（
村
）
や
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
ス

ト
ー
リ
ー
観
光
の
活
性
化
、
老
朽
化
し
た

観
光
施
設
の
再
生
、家
族
が
参
加
す
る
学

習
観
光
の
推
進
、
地
域
密
着
型
の
観
光
推

進（
地
域
観
光
協
議
会
の
設
立
や
住
民
参

注: 括弧内は対前年伸び率

表２ 国・地域別訪韓外来観光客（インバウンド）数の推移

日本 中国 米国 台湾 香港 フィリピン ロシア区分

（単位 : 千人、 %）

図１ 韓国の国際観光の推移
ソウルオリンピック アジア通貨危機

為替レート
ビザ・韓流

インバウンド数 アウトバウンド数資料：「出入国観光統計」（法務部）

表１ 訪韓外来観光客
（インバウンド）数の推移

注：増減率は前年同時期との比較
資料：「出入国観光統計」（法務部）

	 区分	 訪韓外来観光客	 増減率

	 2009 7,817,533 13.5

 2010 8,797,658 12.5

 2011 9,794,796 11.3

 2012 11,140,028 13.7

 2013 12,175,550 9.3

 2014 14,201,516 16.6

	 2015.9	累計	 9,581,423	 -10.3

（単位 : 人、 %）

表３ 韓国人海外観光客
（アウトバウンド）数の推移

注：増減率は前年同時期との比較
資料：「出入国観光統計」（法務部）

	 区分	 韓国人海外観光客	 増減率

	 2009 9,494,111 -20.9

 2010  12,488,364  31.5

 2011  12,693,733  1.6

 2012  13,736,976  8.2

 2013  14,846,485  8.1

 2014  16,080,684  8.3

	 2015.9	累計	 14,167,344	 18.8

（単位 : 人、 %）

資料：「出入国観光統計」（法務部）
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加
型
の
「
観
光
ド
ゥ
レ
」
事
業
の
施
行
な

ど
）
が
必
要
で
す
。

海
外
旅
行（
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
）に
つ
い

て
は
、
安
全
性
の
向
上
を
目
指
し
、
優
秀

旅
行
商
品
認
証
の
拡
大
、旅
行
商
品
表
示

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
な
ど
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

③
高
付
加
価
値
型
観
光
産
業
お
よ
び

コ
ン
テ
ン
ツ
の
育
成

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
の
誘
致
支
援
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
複
合
地
区

制
度
の
導
入
な
ど
、
医
療
観
光
に
つ
い
て

は
、
中
国
の
専
門
旅
行
会
社
を
誘
致
す
る

業
者
の
拡
大
や
病
院
内
に
お
け
る
観
光
客

用
宿
泊
施
設
の
設
置
許
可
な
ど
、
ク
ル
ー

ズ
観
光
に
つ
い
て
は
、総
合
案
内
セ
ン
タ
ー

の
設
置
や
入
国
手
続
き
の
簡
素
化
、
ク
ル

ー
ズ
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
多
様
化
な
ど
、複

合
リ
ゾ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、公
告
方
式
の
カ

ジ
ノ
許
可
制
度
の
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
カ
ジ
ノ
に
つ
い
て
は
、
既
存

の
３
カ
所
（
仁
川
２
カ
所
、済
州
１
カ
所
）

に
加
え
、
新
た
に
２
カ
所
を
許
可
す
る
方

向
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
２
０
１
５
年
内

に
事
業
者
が
選
定
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
特
色
あ
る
テ
ー
マ
観
光
の
コ
ン

2
韓
国
人
の
旅
行
形
態
の

変
化
︱
国
内
旅
行
に
つ
い
て
︱

先
任
研
究
委
員　

金
德
基 

氏

1
国
内
旅
行
市
場
の
推
移

（「
国
民
旅
行
実
態
調
査
」よ
り
）

  

国
内
旅
行
経
験
率（
全
体
）は
、２
０
１
４

年
に
86
・３
％
と
な
っ
て
お
り
、２
０
１
３

年（
86
・
５
％
）よ
り
は
低
い
も
の
の
、
全

体
的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
表
４
）。

ま
た
、１
人
当
た
り
国
内
旅
行
参
加
回
数

（
全
体
）は
、
２
０
１
４
年
に
５
・
15
回
と

な
っ
て
お
り
、い
っ
た
ん
減
少
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
回
復
し
て
い
ま
す
。

国
内
旅
行
参
加
者
数
（
全
体
）
は
、

２
０
１
４
年
に
３
８
０
３
万
人
と
な
っ
て

お
り
、
徐
々
に
増
加
す
る
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す（
表
５
）。
ま
た
、移
動
総
量
（
全
体
）

は
、
２
０
１
４
年
に
３
・
98
億
人
日
と
な

っ
て
お
り
、い
っ
た
ん
減
少
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
回
復
し
て
い
ま
す
。

2
国
内
旅
行
に
お
け
る
主
な
活
動
の

変
化

①
国
内
観
光
地
で
の
主
な
活
動

（
２
０
１
４
年
）

主
な
活
動
内
容
は
、多
い
順
に
、「
自
然

お
よ
び
風
景
観
賞
」（
29
・
７
％
）、「
飲
食

観
光
」（
18
・
８
％
）、「
休
息
／
休
養
」

（
16
・
２
％
）、「
野
外
娯
楽
／
ス
ポ
ー
ツ
活

動
」（
９・７
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す（
表
６
）。

傾
向
と
し
て
は
、「
休
息
／
休
養
」「
野
外

娯
楽
／
ス
ポ
ー
ツ
活
動
」
な
ど
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、「
ド
ラ
マ
撮
影
地
訪
問
」「
家

族
／
友
人
／
知
人
訪
問
」な
ど
が
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

②
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
類
型
別
利
用
率
の

推
移（
１
９
９
６
～
２
０
１
３
年
）

２
０
１
３
年
に
お
い
て
利
用
率
が
最
も

高
い
の
は
「
観
光
名
所
」
で
、
こ
の
年
に

初
め
て
50
％
を
超
え
ま
し
た
。
次
に
高
い

の
は
「
海
水
浴
場
」
で
、
安
定
的
に
推
移

し
て
い
ま
す
。
次
い
で「
遊
園
地
」で
す
が
、

こ
ち
ら
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
次
い

で
「
温
泉
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は

安
定
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
他
、「
森

林
浴
場
」
は
２
０
０
０
年
以
降
大
幅
に
伸

び
て
お
り
、「
ス
キ
ー
場
」「
ゴ
ル
フ
場
」

も
利
用
率
は
高
く
な
い
も
の
の
、
着
実
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

③
世
代
別
／
レ
ジ
ャ
ー
施
設
タ
イ
プ
別

利
用
回
数
の
推
移（
２
０
０
４
～

２
０
１
３
年
の
コ
ー
ホ
ー
ト
）

「
観
光
名
所
」
に
つ
い
て
は
、
20
代
～

テ
ン
ツ
育
成
も
必
要
で
、
韓
流
観
光
、
飲

食
観
光
、
歴
史
・
伝
統
文
化
体
験
観
光
、

レ
ジ
ャ
ー・ス
ポ
ー
ツ
観
光
、生
態
観
光
（
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）に
も
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
観
光
受
入
態
勢
の
強
化

受
入
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
受
入
態
勢
の
改

善
を
目
指
し
、
観
光
従
業
員
の
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
強
化
、
観
光
案
内
サ
ー
ビ
ス
の
強

化
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
（
ハ
ラ
ー
ル

対
応
、
外
国
語
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
）、
Wi-

Fi

サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
、
付
加
価
値
税
の
事
後

還
付
制
度
の
改
善
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
韓
民
国
親
切
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（K-sm

ile

）
の
展
開
（
親
切
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

な
ど
）
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑤
創
造
観
光
と
規
制
緩
和
に
よ
る
観
光

産
業
の
競
争
力
強
化

創
造
観
光
（
観
光
産
業
に
お
け
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
）
の
た
め
の
支
援
制

度
や
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
、
ホ
テ
ル
建
設
規

制
の
緩
和
、
観
光
ホ
テ
ル
財
産
税
の
減
免

延
長
や
駐
車
場
要
件
の
緩
和
、
投
資
拡

大
の
た
め
の
税
制
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
競
争
力
強
化
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
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50
代
に
お
い
て
利
用
回
数
が
増
加
し
て
お

り
、
特
に
20
代
～
30
代
の
増
加
が
著
し
い

こ
と
か
ら
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
層
の
積
極

的
な
利
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。「
温
泉
」

に
つ
い
て
は
、
40
代
を
除
く
全
て
の
層
で

減
少
し
て
お
り
、
今
後
の
見
通
し
は
明
る

く
な
い
状
況
で
す
。
一
方
、「
海
水
浴
場
」

に
つ
い
て
は
、
40
代
を
除
く
全
て
の
層
で

増
加
し
て
お
り
、今
後
も
積
極
的
な
利
用

が
見
込
ま
れ
ま
す
。「
森
林
浴
場
」に
つ
い

て
は
、
60
代
ま
で
の
全
て
の
層
で
急
激
に

増
加
し
て
お
り
、今
後
も
若
年
層
を
中
心

と
す
る
積
極
的
な
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

3
国
内
旅
行
に
お
け
る
地
域
別
分
布

状
況

①
宿
泊
旅
行

２
０
１
４
年
に
最
も
多
く
の
国
民
が
訪

れ
た
の
は「
江
原
道
」（
14
・
４
％
）で
、次

い
で
「
京
畿
道
」（
12
・
０
％
）、「
忠
清
南

道
」（
10
・
２
％
）、「
慶
尚
南
道
」（
10
・
０

％
）の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。２
０
０
９
年

と
比
較
す
る
と
、
当
時
は「
江
原
道
」
が

22
・
７
％
で
他
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い

ま
し
た
が
、
次
第
に
分
散
化
さ
れ
て
い
く

様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

②
日
帰
り
旅
行

２
０
１
４
年
に
最
も
多
く
の
国
民
が
訪

れ
た
の
は「
京
畿
道
」（
18
・
６
％
）で
、次

い
で「
ソ
ウ
ル
」（
15
・
０
％
）、「
忠
清
南

道
」（
10
・
５
％
）、「
慶
尚
南
道
」（
８・５

％
）の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。２
０
０
９
年

と
比
較
す
る
と
、
当
時
は
「
京
畿
道
」
が

23
・
３
％
と
他
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
比
率
は
下
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
期
間
に
大
き
く
伸
ば
し
て
い

っ
た
の
は「
ソ
ウ
ル
」で
、二
極
化
の
様
相

を
呈
し
て
い
ま
す
。

3
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
に
お
け
る

主
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
の

運
営
状
況
︱
情
報
統
計
Ｒ
＆
Ｄ

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
︱

副
研
究
委
員　

權
泰
一 

氏

1
情
報
統
計
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
の

ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
役
割

情
報
統
計
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
は
、「
創

造
経
済
を
先
導
す
る
文
化
観
光
政
策
情

報
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
サ
ー
ビ
ス
」
を
ビ
ジ

ョ
ン
に
掲
げ
、
３
つ
の
政
策
目
標
（
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
型
情
報
統
計
サ
ー
ビ
ス
、
先
導

型
文
化
観
光
Ｒ
＆
Ｄ
サ
ー
ビ
ス
、
公
開
／

双
方
向
／
協
力
型
政
策
情
報
サ
ー
ビ
ス
）

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
観
光
に
関

す
る
基
礎
的
な
情
報
を
収
集
し
、
そ
れ
ら

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
で
管
理
し
、
政
府
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や
自
治
体
、
関
連
機
関
、
学
界
、
民
間
企

業
な
ど
に
提
供
し
活
用
し
て
も
ら
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、情
報
の
「
生
産
」
と
「
消
費
」

を
つ
な
ぐ
中
間
媒
介
体（M

iddlew
are

）

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

統
計
デ
ー
タ
や
記
事
な
ど
の
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

（
例
）
デ
ー
タ
類
…
国
民
余
暇
活
動

調
査
（
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
）、
文
化
芸
術
人
実

態
調
査
（
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
）、
国
民
読
書
実

態
調
査
（
韓
国
出
版
研
究
所
）
な
ど

記
事
な
ど
…
国
内
外
週
間
文
化
イ

シ
ュ
ー（
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
）、Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
文
化

カ
レ
ン
ダ
ー
（
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
）
な
ど

3
取
り
組
み
に
お
け
る
成
果

　
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
モ
バ
イ
ル
か
ら
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
２
０
１
４
年
の

会
員
数
は
１
万
４
８
３
３
人
、
訪
問
者
数

は
約
16
万
人
、閲
覧
件
数
は
約
92
万
ペ
ー

ジ
で
し
た
。
中
で
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
モ
バ
イ

ル
な
ど
か
ら
の
来
訪
者
数
は
対
前
年
35
％

増
、
閲
覧
件
数
は
同
28
・
７
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

  

ま
た
、こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
、２
０
１
０

年
に
は
デ
ー
タ
品
質
管
理
大
賞
優
秀
賞
を
、

２
０
１
４
年
に
は
文
化
デ
ー
タ
公
開
優
秀

機
関（
文
化
体
育
観
光
部
奨
励
賞
）を
受

賞
す
る
な
ど
、
社
会
的
に
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
ま
き
の　

ひ
ろ
あ
き
）

2
主
な
サ
ー
ビ
ス

①
観
光
知
識
情
報
シ
ス
テ
ム

国
内
外
の
観
光
に
関
わ
る
統
計
デ
ー
タ

や
報
告
書
、
観
光
関
連
施
設
な
ど
の
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

（
例
）
デ
ー
タ
類
…
世
界

観
光
指
標
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）、

出
入
国
観
光
統
計
（
法
務

部
）、
韓
国
観
光
収
支
（
韓

国
観
光
公
社
）、
国
民
旅
行

実
態
調
査
（
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
）、

外
来
観
光
客
実
態
調
査（
Ｋ

Ｃ
Ｔ
Ｉ
）、
観
光
宿
泊
業
運

営
実
績
（
韓
国
観
光
ホ
テ

ル
協
議
会
）、
国
際
会
議
業

現
況
（
韓
国
観
光
公
社
）、

観
光
動
向
分
析
（
Ｋ
Ｃ
Ｔ

Ｉ
）
な
ど

観
光
地
や
観
光
関
連
施

設
…
観
光
地
（
文
化
体
育

観
光
部
）、
文
化
施
設
（
文

化
体
育
観
光
部
）、温
泉（
行

政
自
治
部
）、ス
キ
ー
場（
ス

キ
ー
場
経
営
協
会
）
な
ど

②
文
化
芸
術
知
識
情
報

　

シ
ス
テ
ム

文
化
や
芸
術
に
関
す
る

図２ 情報統計R&Dセンターの役割

資料：KCTI

カンファレンスの参加者
（中段左から3人目が柳匡勳氏、同4人目が權泰一氏、5人目が金德基氏）

カンファレンスの様子
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